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主　な　内　容
　本校は鎌田三之助翁の「誠実・勤倹・共同一
致」の教えを校訓とし、「うそをつかない・進ん
で働く・いじわるをしない」の三つの心を大切に
教育活動を行っています。
　鹿島台には地区の施設「学童農園」があり、こ
の農園を活用し、どの児童にも、種まき・苗植
え・収穫までの作業を体験させています。これら
の体験活動を通して、自立・連帯感とともに、勤
労奉仕の心を養っています。
　また、天然記念物のシナイモツゴを飼育する活
動などにも取り組んでおり、農業体験や飼育体験
等の活動を通して「ふるさと鹿島台」を一層大切
にする気持ちを育んでまいります。地域の皆様、
今後ともよろしくお願いいたします。

大崎市立鹿島台小学校　校長　三浦　了二

鹿島台小学校　じゃがいもの収穫鹿島台小学校　じゃがいもの収穫鹿島台小学校　じゃがいもの収穫



　

本
農
業
委
員
会

は
、
関
係
機
関
・
団

体
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
優
良

農
地
の
確
保
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、

地
域
農
業
者
の
代
表

と
し
て
次
の
重
点
事

項
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

令
和
三
年
度　

事
業
計
画

基　

本　

方　

針

重　

点　

事　

項

　

四
月
二
十
六
日
（
月
）
開
催
の
第
一
回
総
会
に
お
い
て
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
（
金
）
開
催
の
第
三
回
総
会
に
お
い
て
七
月

二
十
日
か
ら
の
専
門
委
員
会
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
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古
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職
務
代
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全
て
の
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委
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農
地
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三
本
木
地
域　

相　

澤　

洋　

子
さ
ん

　

六
月
三
十
日（
水
）、
大
崎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き
」
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
第
一
回
一
日
女

性
農
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
市
内
各
地
域
よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
、
農

業
系
の
高
校
生
、
県
農
業
大
学
校
の
学
生
、

合
わ
せ
て
二
十
名
の
女
性
の
方
々
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
大
崎
市
農
業
委
員
会
の
概
要

や
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
登
米
市
在
住
の
藤
原
志
保
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
「
農
業
と
私
の
仕
事
」
と
題
し
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
手
活
動
を
続
け

な
が
ら
実
家
の
手
伝
い
（
ジ
ャ
ム
や
お
菓
子

を
作
り
直
売
所
等
で
の
販
売
）
を
し
、
地
域

の
人
達
と
も
広
く
交
流
を
持
ち
伝
統
料
理
の

継
承
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃
、
農

家
は
嫌
い
で
恥
ず

か
し
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
手
伝
い

を
続
け
て
い
く
う

ち
に
「
生
き
て
い

く
こ
と
は
食
べ
る

こ
と
、
百
姓
は
百

の
技
を
も
つ
匠
で

は
な
い
か
」
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
共
感

す
る
所
も
多
々
あ
り
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

き
入
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
は
三
班
に
分
か
れ
て
「
農
業

に
対
す
る
女
性
の
思
い
」
や
「
行
政
へ
の
要

望
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

後
継
者
や
担
い
手
の
不
足
は
特
に
深
刻
で
、

個
人
で
の
解
決
に
は
限
界
が
あ
る
。
農
業
機

械
の
リ
ー
ス
が
あ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
農
業
が
続

け
ら
れ
る
、
な
ど
貴
重
な
意
見
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
思
い
は
今
後
の

市
政
へ
の
要
望
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
回
の
一
日
女
性
農
業
委
員
会
は
十
一
月

の
開
催
予
定
で
す
。
皆
様
と
ま
た
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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※
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や
ぎ
ア
グ
リ
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デ
ィ
ス
21
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催
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性
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業
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催

一
日
女
性

　

農
業
委
員
会
開
催
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田
尻
小
松
集
落
の
高
橋
春
喜
さ
ん
の
隣

に
あ
る
薬
師
堂
の
千
手
観
音
坐
像
が
こ
ん

な
に
凄
い
物
と
は
知
ら
ず
、
子
供
の
頃
、

御
堂
を
遊
び
場
に
し
て
、
暗
く
な
る
ま
で

観
音
坐
像
か
ら
抜
け
落
ち
た
手
を
遊
び
道

具
と
し
て
使
っ
て
い
た
。

　

狭
い
敷
地
内
で
草
野
球
や
相
撲
な
ど
、

鍵
も
な
い
お
堂
は
近
く
か
ら
多
く
の
子
供

達
が
集
ま
り
、
や
ん
ち
ゃ
遊
び
も
し
た
け

ど
、
凄
く
綺
麗
な
観
音
様
の
手
だ
っ
た
か

ら
、
大
事
な
物
と
し
て
扱
っ
た
記
憶
を
し

て
い
る
と
六
十
数
年
前
の
事
を
思
い
出
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
は
田
尻
総
合
支
所
に
大
事
に
保
管
さ

れ
、
安
心
し
て
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す

の
で
ご
覧
に
な
っ
て
欲
し
い
と
、
春
喜

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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鹿島台地域
取材　
齋　藤　真理子 委員

《活動内容》

２年　大豆の種蒔２年　大豆の種蒔２年　大豆の種蒔

５年　田植え５年　田植え５年　田植え

３年　大豆の種蒔３年　大豆の種蒔３年　大豆の種蒔

６年　じゃがいもの植付６年　じゃがいもの植付６年　じゃがいもの植付

１年　さつまいもの苗植１年　さつまいもの苗植１年　さつまいもの苗植



☎

　

大
崎
市
農
業
委
員
会
で
は
農
業
関
係
団
体
等
が
開
催

す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
ほ
か
、
年
に
三
回
程
度
、
委

員
全
体
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
資
質
向
上
と
相
互
研
鑽
、
情

報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
四
月
二
十
六
日
（
月
）
に
第
一
回
大

崎
市
農
業
委
員
会
全
体
会
議
を
開
催
し
、
大
崎
市
農
業

委
員
会
に
お
け
る
綱
紀
粛
正
を
徹
底
す
る
た
め
、
農
業

委
員
会
の
法
令
順
守
の
申
し
合
わ
せ
決
議
を
行
っ
た

後
、第
三
期「
み
や
ぎ
食
と
農
の
県
民
条
例
基
本
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て
、
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
農

業
振
興
部
農
業
振
興
班
の
石
原
寛
之
班
長
を
講
師
に
お

迎
え
し
研
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
二
十
六
日
（
月
）
に
は
、
第
二
回
大
崎

市
農
業
委
員
会
委
員
全
体
会
議
を
開
催
し
、「
農
地
中

間
管
理
事
業
の
取
組
状
況
」
に
つ
い
て
、
み
や
ぎ
農
業

振
興
公
社
担
い
手
育
成
部
の
板
橋
武
人
次
長
を
講
師
に

お
迎
え
し
研
修
し
ま
し
た
。

大崎市農業委員会委員全体会議開催大崎市農業委員会委員全体会議開催大崎市農業委員会委員全体会議開催

４月２６日（月）全体会議

７月２６日（月）全体会議



①耕作目的による権利を移動する場合（農地法第３条、農業経営基盤強化促進法）

　●窓口

②転用をする場合（農地法第４条・第５条）　

　●窓口

③現状変更をする場合

●条件

　●窓口

④相続した場合

　●窓口　

⑤その他農地に関すること
　●窓口

●申請について
● 毎月１０日締切
注： 前月２５日締切

　遊休農地や農地の無断転用の実態を把握する
ため、７月から９月にかけて農業委員会による
農地等利用状況調査を実施しています。
　調査の結果、遊休農地の所有者等に対し「利
用意向調査」を実施するほか、新たに遊休農地
や、農地法の許可を受けずに宅地や資材置場な

どに利用している農地が確認された場合は、健
全な農地の維持と有効活用を図るため、該当農
地の所有者・使用者への指導を行うほか、無断
転用についても併せて指導を行います。
　農地に関する貸借や売買、転用などについて
はお気軽に地域の農業委員、農地利用最適化推
進委員、又は農業委員会事務局にご相談くださ
い。

農地等利用状況調査を実施しています



編集：企画広報委員会

※農業委員会関係諸証明の
　ほかに下記証明書の交付
　ができます。 
　●住民票
　●印鑑登録証明書
　●農耕用機械所有証明書

☎ ☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

　

梅
雨
期
間
の
短
さ
、
統
計
開
始

以
来
初
の
宮
城
県
へ
の
台
風
上
陸
。

今
年
も
異
例
ず
く
め
の
夏
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

収
穫
の
秋
は
穏
や
か
に
な
っ
て

欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
、
広
報
紙
の
発
行
で
取
材

や
原
稿
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

櫻
井　

正
幸

　

三
本
木
地
域
の
阿
部
良
吉
さ
ん

は
、農
業
者
年
金
制
度
発
足
時
に
、

周
囲
か
ら
勧
め
ら
れ
て
加
入
し
た

そ
う
で
す
。

　

掛
け
金
は
大
変
だ
っ
た
が
、
受

給
し
て
十
五
年
位
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
旅
行
に
行
っ
た
り
、
農
業
機

械
を
購
入
し
た
り
、
孫
に
小
遣
い

を
あ
げ
た
り
と
役
に
立
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

八
十
歳
を
超
え
た
今
で
も
お
元

気
で
、
牛
の
世
話
や
田
ん
ぼ
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
今
は
息
子
さ

ん
も
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

取
材　

横
山　

藏
人
委
員

農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です！！農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です！！農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です！！

※上のケースは、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.25％となった場合の試算で
す。受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の18年間（令和元年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.55％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和3年度は0.25％となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

メリット１メリット１メリット１メリット１メリット１メリット１ メリット2メリット2メリット2メリット2メリット2メリット2 メリット3メリット3メリット3メリット3メリット3メリット3

■農業者年金に加入すれば　～農業者年金の受給額（年額）の試算～

三本木地域

阿　部　良　吉 さん

加入年齢 納付期間 保 険 料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額
男　性 女　性 男　性 女　性

２０歳 ４０年 ９６０万円 ７６万円 ６４万円 １，６２４万円 １，７１７万円
３０歳 ３０年 ７２０万円 ５０万円 ４２万円 １，０７８万円 １，１３９万円
４０歳 ２０年 ４８０万円 ３０万円 ２５万円 ６３８万円 ６７５万円
５０歳 １０年 ２４０万円 １３万円 １１万円 ２８４万円 ３０１万円


